




7. 国土交通省の「設計業務等積算基準」に規定する業務委託料の構成として、誤って
いるものをa～dのなかから選びなさい。	 
a. 業務委託料は、業務価格と消費税相当額からなる。 
b. 業務価格は、業務原価と一般管理費等からなる。 
c. 直接原価は、直接人件費からなり、直接経費は含まない。 
d. 一般管理費等は、一般管理費及び付加利益よりなる。 
	 

	 

8. 国土交通省の「設計業務等共通仕様書」に規定する照査技術者及び照査の実施に関
する記述として、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。 
a. 照査技術者は、照査計画を作成し業務計画書に記載し、照査に関する事項を定
めなければならない。 

b. 照査技術者は、業務に該当する部門の技術士でなければならない。 
c. 照査技術者は、設計図書に定める又は調査職員の指示する業務の節目毎にその
成果の確認を行うとともに、成果の内容については、受注者の責において照査
技術者自身による照査を行わなければならない。 

d. 照査技術者は、特記仕様書に定める照査報告毎に照査結果を照査報告書として
とりまとめなければならない。 

	 

	 

9. 国土交通省の「設計業務等共通仕様書」に規定する成果物の提出に関する記述とし
て、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。 
a. 受注者は、「土木設計業務等の電子納品要領（案）」に基づいて作成した電子デ
ータにより成果品を提出するものとする。 

b. 受注者は、設計図書に定めがある場合、又は調査職員の指示する場合で、同意
した場合においても履行期間途中は、成果品の部分引渡しは行わなくてよい。 

c. 受注者は、成果品において使用する計量単位は国際単位系（SI）とする。 
d. 受注者は、設計業務等が完了したときは、設計図書に示す成果品を業務完了報
告書とともに提出し、検査を受けるものとする。 

 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 



10. 国土交通省の「地方整備局委託業務等成績評定要領」に関する記述として、正しい
ものをa～dのなかから選びなさい。 
a. この要領は、豊かな国民生活の実現及びその安全の確保、環境の保全、自立的
で個性豊かな地域社会の形成等に寄与するものであるとともに、成績評定事項
を定めることにより、国民の福祉の向上及び国民経済の健全な発展に寄与する
ことを目的としている。 

b. 委託業務等の評定者は、完了検査官、管理技術者及び主任技術者をいう。 
c. 評定の時期は、完了検査を実施したとき、委託業務等が完了したとき、業務の
中間時期に評定するものとする。 

d. 「設計業務等共通仕様書」に定める調査業務及び計画業務の評価項目は、専門
技術力、管理技術力、コミュニケーション力、取組姿勢、成果品の品質である。	 

 
 
11. 「公共工事の品質確保の促進に関する法律の一部を改正する法律」に関する記述と
して、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。 
a. 「公共工事の品質確保の促進に関する法律の一部を改正する法律（平成26年法
律第56号）」が、平成26年６月４日に公布され、即日施行された。 

b. 法律の目的に、公共工事の品質確保の担い手を中長期的な育成及び確保の促進
と現在のみならず将来の公共工事の品質確保の促進を図る旨が追加された。 

c. 法律の基本理念に、工事の性格、地域の実情等に応じて多様な入札契約方法か
ら適切な方法が選択されることにより、品質は確保されなければならないこと
が追加された。 

d. 受注者の責務に、公共工事の適正な実施のために必要な資格の取得並びに技術
者の確保のために他国労働者を受け入れる労働条件の向上に努めなければなら
ないことが追加された。 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 





15. 国土交通白書2013における「東日本大震災からの復旧・復興に向けた取り組み」
のなかの記述として、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。 
a. 国土交通省が所管する各種公共施設は、家屋流出地域、原発警戒区域を除き平
成23年半ばまでにほぼ復旧が完了している。 

b. 復旧は、応急復旧段階から本格復旧・復興段階に移行している。 
c. 道路については、高速道路は、平成24年度末までに本復旧が全て完了した。 
d. 土砂災害対策は、平成24年梅雨期までに崩壊発生個所の緊急的な対策はおおむ
ね完了した。 

 
	 

16. 国土交通白書2013における「ICTの利活用及び技術開発の推進」のなかの記述とし
て、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。 
a. 道路交通情報通信システム（VICS）対応の車載器によりドライバーの利便性が
向上し、走行燃費の改善がCO2 排出削減等の環境負荷の軽減に寄与している。 

b. ＥＴＣ は、今やほぼ日本全国の有料道路で利用可能である。 
c. 平成23年より、高速道路上を中心に設置したITSスポットによる多様なサービス
が全国で開始された。 

d. 平成24年度から積算方式は「施工パッケージ型積算方式」に統一された。 
	 

	 

17. 社会資本整備審議会・交通政策審議会「今後の社会資本の維持管理･更新のあり方
について」答申(H25年12月)のなかで、戦略的な維持管理・更新のために重点的に
講ずべき施策の【施設の健全性等を正しく着実に把握するための取組】に関する記
述として、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。 
a. 全ての施設の健全性等を正しく着実に把握するための仕組みの確立 
b. 維持管理・更新に係る情報の収集・蓄積とカルテの整備 
c. 組織の枠内での施設分野にとらわれない連携等 
d. 施設の健全性等及びその対応方針の国民への公表と国民の理解と協力促進 
	 

	 

18. 国土交通白書2013における「効率的・重点的な施策展開」のなかでの「第3次社会
資本整備重点計画の推進」に関する４つの重点目標の記述として、誤っているもの
をa～dのなかから選びなさい。 
a. 大規模又は広域的な災害リスクの低減 
b. 国際空港や広域防災拠点の整備等の都市再生プロジェクトの推進 
c. 持続可能で活力ある国土・地域づくりの実現 
d. 社会資本の適確な維持管理・更新 
	 

	 

	 






